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配 布 資 料 「次第」

資料１ 特別区消防団運営委員会の答申及び対応方針について

資料２ 特別区消防団運営委員会への諮問について

審議内容

事務局 

（品川区）

(配布資料の確認)  

(「東京都情報公開条例」に基づく情報公開の説明) 

１ 開会 

  次第に沿い進行いたします。委員長あいさつをお願いいたします。 



委員長 ２ 委員長あいさつ 

都知事から「水災時において消防団員が効果的に活動する方策はいかにあ

るべきか」について諮問を受けました。本日の委員会では、現状と課題、そし

て今後の方向性を検討し、令和３年７月までの１年間で計３回の審議を行って

品川区としての答申を決定したいと考えています。限られた時間ではあります

が、忌憚のないご意見をいただきますようお願いいたします。 

事務局 

(品川区) 

３ 新委員紹介 

大井防火防災協会監事  懸田 幹夫     

区議会議員       横山 由香理  

区議会議員       高橋 しんじ  

品川消防署長      水野 寿 

大井消防署長      峠 聡  

荏原消防署長      黒﨑 清貴    

事務局 

(品川区) 

４ 報告（特別区消防団運営委員会の答申及び対応方針について） 

【資料１】の説明をお願いいたします。 

事務局 

（消防署）

【資料１】の説明 

事務局 

(品川区) 

どうもありがとうございました。 

本日の議題に移ります。議事は委員長に進行していただきます。委員長お願

いいたします。 

委員長 (傍聴希望者の確認)傍聴希望者なし 

５ 議題(水災時において消防団員が効果的に活動する方策はいかにあるべき

か) 

東京都知事からの諮問事項を議題に供します。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

事務局 

（消防署）

【資料２】の説明 

委員長  ありがとうございました。 

 只今の説明について、ご質問、ご意見等がありましたらお願いいたします。

委員Ａ  大事な内容の諮問になっております。 

まず資料２、３－１の２番目、教育訓練ですが、現在、教育訓練の時点から

しっかりと新型コロナウイルスとの複合災害ということを意識して、訓練をし

ていくことの重要性が問われていると思います。 

それと３番目の地域特性ですが、私も周りの区民の方に聞くと、ほとんどの

方が「ハザードマップがあることは知っているけれども見たことはない」と言



っています。自分の地域がどういう状況なのかほとんど知らない方が非常に多

いということを想定して、地域特性を考える必要があると思います。 

消防団には様々な資機材がありますが、これが水没してしまうと災害現場で

使えなくなってしまいます。こうした危険がある分団本部や資機材が置いてあ

る所は、早めに移動等を考える必要があると思いますので、そのような観点も

ぜひとも検討いただければと思います。  

 昨年の台風１５号、１９号では、どちらの台風の時も浸水しそうな地域が品

川区内にもありました。そうした地域の方々が避難をする際に、ハザードマッ

プ上だと水没してしまう学校等に避難された方がたくさんいました。この時に

明らかになったのが、震災時の避難場所と水災時の避難場所は違うということ

を、多くの方は知らなかったということです。ぜひこの辺のところを周知して

おく必要があると思います。避難場所が水没してしまうということがあっては

ならないわけですので、この辺のところも区としてぜひ検討していただければ

と思います。以上です。 

委員長 ありがとうございました。 

ご指摘の点はしっかり考えていかなければならないと思っております。 

その他にご意見あるいはご質問ございましょうか。 

委員Ｂ  情報収集の件です。私も情報収集体制というのは非常に大切だと考えており

ます。今後オンライン会議や消防団専用アプリ導入という話がありましたが、

先行事例のある福島県や岡山県が導入しているアプリを参考にするなど、どう

いう形でアプリを作っていくのでしょうか？またビジョンや、イメージがもし

決まっていましたら教えてください。 

委員長  いかがでしょうか。 

事務局 

（消防署）

現在検討中ですので、このような委員会の意見などを抽出して具現化に向け

ていくと考えております。 

委員Ｂ  指揮命令の件ですが、先ほどＡ委員からもありました、震災時と水災時の避

難所の違いの件は、私も昨年の台風の時には多数指摘を受けました。私も消防

団員ですが、私たち消防団も避難者をうまく誘導することができませんでし

た。 

消防団が水災時の避難所に誘導できるよう、しっかり明確に「ここが避難所

です」と早急に指示していただきたい、というのが要望です。 

委員長 今の要望について何かお話があればお願いします。 

事務局 

（消防署）

今のご質問の内容は、消防団員が避難所の支援を実施することが可能かという

ことでしょうか。 

委員Ｂ  水災時の避難を管理しているのは品川区で、消防団の管轄は東京消防庁です

ので、避難所への誘導・指示は消防団ではありません。消防団での私の対応地



 区だと豊葉の杜学園が避難所になっています。戸越小学校にも避難できるのか

と尋ねてきた高齢者の方がいましたが、「豊葉の杜学園に行ってください」と

指示するだけで、誘導することができませんでした。しかし、高齢者の方が台

風の時に行けるわけがありません。資料には避難誘導について書いてあります

が、明確に消防団がそのような誘導をしてもいいとか、災害時の避難所と水害

時の避難所の区別が全く分かっていませんでしたので、そういうことをしっか

りと確認した方が良いと思っています。 

事務局 

（消防署）

 ありがとうございます。基本的に消防団の活動は災害対応で、避難所の運営

は区が主体になります。ただし、避難誘導という活動は消防団活動にもなりま

すので、その取扱い方が少し難しいと感じます。 

委員Ｃ 消防団が避難所へ誘導することはできるのですか。 

事務局 

（消防署）

避難所へ誘導することはできますが、避難所の設営を一緒に手伝ったりする

ことは直接の災害活動ではないので、ちょっと難しいと思います。  

委員長 よろしいでしょうか。 

ほかにいかがでしょうか。 

事務局 

（品川区）

今のＢ委員の質問について、現状を補足いたします。 

区で所管している避難所運営の部分ですが、区民避難所は被災した後に長時

間、区民の皆様に生活を送っていただく、避難生活をしていただく場所という

位置づけです。 

実際にその運営をどなたにしていただくことを期待しているかというと、品

川区は防災区民組織の皆さんを中心に運営をしていただきたいというところ

です。実際にやっていただきたいことというのは、避難所運営も一つですし、

安否確認や避難誘導などで、これは普段の防災訓練でも実施している内容で

す。 

 一方で、消防団の皆様の任務の中に避難誘導が含まれることは理解していま

すが、たとえば避難勧告や避難指示などで退避の指示が出た時に、避難場所ま

での避難誘導を行うことが、主に消防団の方の任務として位置づけられている

というのが、現状だと思います。 

 今、担当の消防側の事務局から説明があったように、実際の避難所の補助に

ついては、おそらく現状では消防団の業務と捉えられていないと思いますの

で、そこについて何かしらの議論を行うことが、この諮問事項の論点かと考え

ております。 

委員長 よろしいでしょうか。 

ほかにいかがでしょうか。 

委員Ｄ  今の質問や提案について、避難所運営をしている立場から申し上げると、ま



 ず、Ａ委員が言うように、水害時の避難所と震災時の避難所ということが皆さ

んよく分かっていません。 

昨年も、水害の危険が迫った時に、自分たちが避難する避難所だと思ってい

たら、そこは高潮時の危険地域なので避難してはいけませんと言われ、それで

若干混乱しました。また、避難所運営の体制ですが、震災時は防災区民組織が

運営しますので、防災訓練を実施していますが、水害時は区が開設することに

なっています。そこのところをよく皆が知っておかないと、いろいろな体制を

整えてもなかなかうまくいかないと思います。 

 それからもう一つ、消防団の施設を整備するのは、都費でやるのか区費でや

るのかが理解できてないところがあります。消防団の方々が色々施設で苦労さ

れているところを、区に要望すればいいのか、都に要望をすればいいのか、消

防署に要請すればいいのか。整備といってもここのところがどのような割り振

りとなっているのか。消防団の施設を作るのであれば、都でやるのか区でやる

のかがよく分かりません。このような議題ではそこのところがはっきりしない

と、整備してくださいといっても誰に頼めばいいのか、消防団の方々もよく分

からないところがありますので、そこのところも整理していただければありが

たいと思います。 

 最後に、消防団と避難所組織の運営に関してですが、私たちは、消防団や消

防署、それから区も避難所運営に関与しないような訓練をしています。なぜか

というと、本番ではとても来ていただけないだろうという前提のもとに、自主

で色々開設する運営を考えて訓練をやっております。もし、消防団の方たちが

避難所の支援をするのであれば、日頃の避難所運営を、消防団の方や消防署の

方も一緒になって考えていく話なのかどうかということを、どのような形で認

識されているかわかりませんでしたので、これらの点について気が付きました

ので発言させていただきました。 

委員長 今のお話についていかがでしょうか。 

事務局 

（消防署）

整備主体の話ですが、消防団の施設は東京都が主体となっています。 

ただ、実態として土地などについては区に借用させてもらっていることがあ

りますが、主体は東京都です。 

事務局 

（品川区）

地域の避難所運営訓練は、区や消防が関与しない自主的な形で訓練している

というお話でしたが、実際の災害対応のことを考えると、それは一番理想的な

訓練の形であると考えています。 

また後段部分ですが、大きな水災があった際に人手が足りなくなった時に

は、消防署や消防団に避難所の支援を求めるということを考えるのであれば、

平時から避難所連絡会議の中で、マニュアルの作成や計画の検討など、平素か

ら体制を築いていますので、ある程度計画的に関与していくことが求められる



であろうと、区としては考えています。 

委員長 その他にご質問、ご意見等ありますでしょうか。 

委員Ｅ  昨年の武蔵小杉の浸水事故の記憶も新しく、今後の気候変動も相まって、水

災対策は非常に重要な問題になると思っております。品川区も川や海のある地

域があるので、そうしたリスクが非常に高まってくると思いますので、水災対

策にぜひとも力を入れていただきたいと考えております。 

やはり水災対策には、新しい対策が求められると考えております。装備資機

材の導入というものもありましたが、ぜひ消防団の方が使いやすい機能的なも

の、例えば、土のうは大変重いので、それに代わる浸水防止用資機材や排水ポ

ンプの導入等を行っていただきたいと考えています。特に川や海の地域の周辺

の消防団の方には手厚くするなど、そうしたメリハリも必要になってくると思

います。それが１点目の新しい装備資機材の導入のお願いです。 

２点目は、それに伴い訓練も必要だと思います。３－１の２にもありますと

おり、排水ポンプと浸水防止用資機材の設置の訓練にもある程度のスペースが

いると考えています。私も所属する町会のポンプ隊に入っていますが、町会内

の公園で訓練をする際には一般の公園利用者の方もいて、なかなか気を使いな

がらの訓練をせざるをえない状況になっています。そこは品川区の場合は、公

園課とうまく連携をして、しっかりと訓練の場所や時間などを柔軟に確保でき

るような体制をお願いしたいと思っております。具体例として、資料には訓練

場所に公園等の確保、また下に訓練方法という記述がありますが、今後具体的

にどのようにされていくおつもりなのかということをお聞きしたいと思いま

す。以上２点、何かあればお答えをお願いします。 

委員長 よろしくお願いいたします。 

事務局 

（消防署）

 １点目は、水災危険が高まっているので、ぜひ団員の人に使いやすい資機材

を整備してほしいということ、需要が高いところと需要の低い所とメリハリを

つけて対応することが必要だというお話だと思います。それについては、この

ような意見を聞きながら、委員会の中で反映していくように進めていきたいと

思います。 

あともう１点が、今後の訓練について訓練場所の確保や実際の訓練の方法に

ついては、今お話しいただいたような内容を反映して検討していきたいと思い

ます。 

委員長 よろしいですか。 

他にご質問あるいはご意見等ありましたらお願いいたします。 

委員Ｆ  ３－１の３、地域特性に応じた機能移転の必要性、方策を今後まとめていく



ということですが、地域特性というと、例えば品川にも３つの消防団と３つの

消防署がありますが、それぞれの地域特性が当然あると思います。 

その品川区内の地域特性で、品川だけで計画を立てていくのか、それとも消

防署管内だけで計画を立てていくのか、もしくは東京都内は城南地区、城北地

区など、区分に分けられると思いますが、その地区をひとくくりにして計画を

立てていくのか。 

細かく見て立てていくのか、大きく見て立てていくのか、そのあたりを教え

ていただきたいのと、いつ頃までにこの計画を立てていくのかというタイムス

ケジュール的なものがあれば教えてください。 

委員長  計画の対象範囲、あるいは時期関係の話だと思います。 

よろしくお願いいたします。 

事務局 

（消防署）

 機能移転計画などについて、大きい範囲でとらえて東京消防庁としてやるの

か、もしくは品川区だったり消防署単位で計画するのかということですが、今

回この特別区消防団運営委員会の議題となっていますので、まずは特別区ごと

の実情などを抽出して、特別区消防団運営委員会の中で図り、そして東京消防

庁の全庁的な対応というようになると思います。 

ただその一方で、同時進行で動いているところもありますので、消防署単位

でこういった検討も進めているところです。 

委員Ｆ 時期的なことは分からないでしょうか。 

事務局 

（消防署）

大きな枠組みについては、特別区消防団運営委員会は来年の７月までの審議

会となっていますので、そこで一旦大枠は示せるのだと思います。 

委員長 ありがとうございます。 

その他にご意見あるいはご質問等ありましたらお願いいたします。 

委員Ｇ 確認させていただきたいのですが、３－１、審議の方向性のところで、１番

に消火班と情報収集等班とありますが、この情報収集班というのは５番の「情

報収集体制の強化」に書かれていることとは別枠のことと考えてよろしいでし

ょうか。その確認をお願いします。 

委員長 いかがでしょうか。 

事務局 

（品川区）

 ご質問にあった任務班の部分ですが、主に災害時に参集した消防団員は、資

料に記載された消火班や情報収集班以外に、監視警戒班、避難誘導班、水防工

法班、支援班等、それぞれ班が決まっており、その中で必要な班を状況に応じ

て作るという計画になっています。 

５番の情報収集の部分は、１番とは違う意味合いになっています。 

委員Ｇ  そうすると５番のインターネットによる情報収集環境の整備というのは、団



 本部だけではなく分団本部の詰所も対象になると考えてよろしいでしょうか。

事務局 

（消防署）

そのとおりでございます。 

委員長 そのほかにありますか。 

委員Ｇ  質問の趣旨ですが、今年の区の予算委員会で、分団の詰所の Wi-Fi 環境の整

備をお願いした経緯があり、その現状を教えていただきたく思います。 

委員長  いかがでしょうか。 

事務局 

（消防署）

 Wi-Fi 等の環境が整備されるかということですが、今のところ整備されてお

りません。 

事務局 

（品川区）

 昨年の台風の中で、いろいろな現場を対応した消防団員の意見や、Ｇ委員に

ご案内いただいたような、区議会等の各会派の意見を踏まえて、東京消防庁に

もそのような要望は報告しております。 

今、我々の方で把握している範囲だと、消防団員の方のタブレット等を使っ

た情報収集や、オンラインに対応する方法といったところは令和３年度の予算

要求等のなかで検討中という話は伺っていますので、その状況次第で反映され

るものと思っております。 

委員長  ありがとうございました。 

その他にご質問あるいはご意見等ありましたらお願いいたします。 

委員Ｈ  いくつか質問させていただきます。 

３－１の 4番、水災活動時の応援体制についてですが、こちらは過去の事例

がありましたら教えてください。また、どのようなイメージなのか教えてくだ

さい。 

先ほどＦ委員からの計画の話のところでもありましたが、区内だけで構築す

る体制なのでしょうか。近隣の区の方が区内よりも近い場合であったり、区内

だとなかなか応援が難しかったりなど、様々なケースが想定されるかと思いま

すが、何か過去の事例でありましたらお知らせをいただけたらと思います。 

また、３－２の２番、スペース確保および機能向上についてです。女性に配

慮したスペースということでありますが、こちら女性消防団員の勉強会などが

色々あるかと思いますが、女性消防団員からはどのような意見が寄せられてい

るのか、もし分かりましたら教えてください。 

委員長 いかがでしょうか。 

事務局 

（消防署）

 応援の実績については把握しておりません。ただ、先般の台風１９号の際に

は、相互応援協定のような体制が消防署でもやはり必要だという話となり、現

在応援体制について試行しているところです。河川は、消防署の管轄がまたが



るので、必要性があったと思っております。 

あと女性の声ですが、具体的な要望はありませんが、やはり長時間の活動を

考えれば必要と感じております。 

委員Ｈ  ご説明ありがとうございました。それぞれ現状を把握して、これから進めて

いただくのかなと理解をいたしました。ぜひ実際の女性団員さんの声を聞いて

いただいて、反映していただきたいと要望をさせていただきます。 

また区境ですとか消防署の管轄ですとか、まずは品川区が中心になってです

とか、署の動き、特別区の動きなど様々あるかと思いますが、色々想定外のこ

ともあります。また、指揮命令系統、こちらも都知事、区長、消防署長など様々

あるかと思いますので、そのあたりも整理をして分かりやすく、実際に活動す

るときには伝えていただく必要性もあるのかなと思いましたので、そのあたり

もぜひ今後議論を進めていただければと思っております。 

委員長 ありがとうございました。 

他にご意見ご質問等ありましたらお願いをいたします。 

委員Ｉ  課題と現状、かなり重たい内容が多いかなと思います。今、Ｈ委員からも当

事者のご意見をいただきながらという事がありましたが、諮問期間が来年の７

月までということで、ここでの委員会の議論のスケジュールを伺いたいのです

が、今日のところは現状と審議はこういうふうに進めましょうという提案だと

思います。でも、それぞれ質疑を伺っていましても、なかなか難しい重たい内

容になるのかなと思いますと、今後の委員会の議論のスケジュール、次はある

程度の案が出てくると思いますが、その辺がどのようになるかを伺いたいで

す。 

事務局 

（品川区）

今後のスケジュールについてご説明いたします。  

ご指摘のとおり、今回は諮問事項と現状を把握していただき、審議の大きな

方向性を示させていただいたところです。この審議項目については、諮問事項

と同時にスケジュールもある程度示されており、来年の７月までの中で３回の

審議という形で示されています。現在、区で考えているのは、今年度中にもう

１回この委員会を開催させていただき、そこである程度、簡単な方針の案文に

近い形のものを事務局側の方で示させていただいて、今日頂いた意見や、補足

する資料など、必要なものを付け足させていただき、そこでもう１回議論をさ

せていただいて、来年度、時期はまだ未定ですが、諮問期間の前までにもう１

回会議を開いて、そこで最終的にまとめていくようなスケジュールで実施して

いきたいと思っております。 

委員長  その他にご質問ご意見等ありましたらお願いをいたします。 

長時間の議論大変ありがとうございました。 

それでは司会を進行に返します。 



事務局 

（品川区）

 委員長ありがとうございました。次回、第２回の委員会につきましては、現

在のところ来年２月頃を予定していますので、よろしくお願いいたします。 

以上で、第１回品川区消防団運営委員会を閉会いたします。 



令和２年１１月２日

第１回
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      （新諮問とその検討の方向性） 



資料１ 

特別区消防団運営委員会の答申及び対応方針について

特別区消防団の組織力を強化するための方策はいかにあるべきか  （審議期間：平成３１年１月から令和２年３月まで）

近年、地震や台風等の大規模災害により、各地で甚大な被害が発生している。そのような中、地域防災力の要である消防団員は減少し続けており、地域防災力の低下が懸念されている。そのため、総

務省消防庁は特定の活動に従事する「機能別団員」の制度導入を各自治体に要請しており、２０１８年１月には「消防団員の確保方策等に関する検討会」の報告書により、大規模災害時に消防団活動を

行う大規模災害団員の導入についても提案がなされた。

このことから、機能別団員の更なる拡充等、特別区消防団の組織力を強化するための方策について諮問した。 

３ 答申及び対応方針 

１ 諮問事項 

２ 諮問の趣旨

 機能別団員の更なる拡充について  大規模災害団員の導入について

答申内容 対応方針

任務 

大規模災害発生時における災害情報の

収集、避難誘導、消火・救助活動の支

援等を行うことが必要 

○災害活動を指定 

・災害情報の収集 ・避難誘導 ・消火活動支援 ・救助活動支援など 

○大規模災害団員活動要領の作成 

○定期的な訓練の実施（例：水防訓練、震災訓練、消防団合同点検） 

対象者 

消防職員および消防団のＯＢや医療関

係従事経験者などの専門的な知識・技

術を有する者を対象とし、人数を制限

することが必要 

○対象者を限定して入団促進、退団予定者に働きかけを実施 

 消防職員および消防団のＯＢ 

 医療機関従事経験者など、災害対応に必要な専門的知識及び技術を有

していると消防団長が認めた者。 

○定数を指定 

 定数１６，０００人の内数の中で大規模災害団員の定数を定める。 

処遇 

服装 

大規模災害時に限定していることか

ら、服装について活動に必要なものと

し、費用弁償や退職報奨金については

基本団員と同額、年額報酬は減額とす

ることが必要 

【処遇】 

○基本団員と差別化を図るもの 

 年額報酬を減額 

○基本団員と差別化を図らないもの 

 費用弁償や退職報奨金は同額 

【服装】 

○基本団員と差別化を図る 

 給貸与品については、活動に特化したものとし制服以外を貸与 

階級 

原則として団員とする。但し、リーダ

ー的存在となり、一定の知識及び技術

を身につけた団員については、班長と

することが必要 

○階級を限定 

原則として「団員」 

リーダー的存在となる団員については、「班長」とすることが可能 

配置先 

原則として、消防団管轄区域での活動

が期待されることから団本部付けとす

ることが必要 

○配置先を「団本部」に指定 

答申内容 対応方針

任務 

主に要請回数が多い応急救護

訓練指導、防火防災訓練指

導、広報活動及び警戒活動に

指定することが必要 

各消防団の住民指導や広報活動

などの状況、各団員の指導等の

状況及び資格等に応じて、負担

軽減等が図られるように次の任

務を指定する。 

・応急救護訓練指導 ・防火防

災訓練指導 ・警戒活動  

・広報活動など 

対象者 

女性や学生、家庭や仕事等の

事情で退団を希望する団員、

経験があり指導助言ができる

団員（アドバイザー）などを

対象とすることが必要 

次の対象者を指定する。 

・入団を希望する女性や学

生 ・家庭や仕事等の事情で退

団を希望する団員 ・定年退団

団員 ・経験があり指導助言が

でき、且つ希望する団員など 

処遇 

服装 

業務内容等により、活動回数

や時間など、定量比較ができ

ないため基本団員と差異をつ

けないことが必要 

基本団員と同様とする。 

階級 

原則として団員とする。但し

リーダー的存在となり、一定

の知識及び技術を身につけた

団員については班長とするこ

とが必要 

階級は原則として「団員」とす

る。ただし、リーダー的存在と

なる団員については、「班長」

とすることも可能 

配置先 

地域の実情や業務内容によ

り、団本部付け又は、分団本

部付けにすることが必要 

配置先は、各消防団の実情に応

じて団本部又は分団本部を指定 

※ 網かけの項目については、前回の品川区消防団運営委員会からの答申が反映されたものです。



資料２ 

特別区消防団運営委員会への諮問について

水災時において消防団員が効果的に活動する方策はいかにあるべきか（審議期間：令和２年８月から令和３年７月まで）

地域に密着した消防団は、平常時において消火活動をはじめ防火防災訓練指導など献身的な活動をしており、水災時の活動においても大いに期待されている。 

近年、気候変動等の影響により、超大型台風や局地的豪雨による自然災害が発生しており、令和元年１０月に発生した台風第１９号では、多くの消防団員が水災事象に対応

し、避難誘導、土のうを活用した浸水防止活動及び排水活動などに従事したところである。 

こうした中で、消防団の活動体制、避難所支援等の対応、装備資機材・分団本部施設の充実強化などの課題が抽出された。 

このことから、水災時において消防団員が効果的に活動するための具体的な方策について諮問するものである。 

  課題 現状 審議内容

１ 
災害状況等に応じた、招集及び

任務班の編成時期 

災害状況等に応じた、招集及び任務班の編成時期など配

慮が必要であった。 

・ 地域に居住している消防団員には参集時期が早すぎ

る。 

・ 災害発生時期と参集時期のタイムラグがあり任務班

を編成しても待機が長い状況であった。 

浸水区域、地域特性や災害状況に応じた、招集及び任務班の編成時期等について 

・ 災害状況に応じた段階的な招集人員、任務班（消火班、情報収集班等）の編成時期や優先順位

について 

・ 最低限必要な消防力を確保する観点から、現員数も考慮し平時の火災に対応する消火班等の確

保を考慮した任務班の編成について 

２ 
水災活動時の教育訓練及び安全

管理 

超大型台風の発生など、水災活動時の安全管理に不安が

あった。 

・ 風水害時の災害対応の知識・技術が不足していた。 

水災時の活動能力及び安全管理の向上について 

・ 風水害の活動に関する安全管理要領を含めた教育・訓練方法について 

例：指揮者としての安全管理を含めた指揮要領について、東京消防団ｅ-ラーニングの活用、

訓練場所（公園等）の確保、実戦的訓練方法について 

３ 
河川越水等による浸水時の団本

部及び分団本部の機能移転計画 

浸水被害による団本部及び分団本部の機能停止を未然に

防止する機能移転計画が定められていなかった。 

・ 浸水想定区域にある団本部及び分団本部機能維持の

ための計画（機能移転、活動団員の退避時期など）が

必要である。 

地域特性（浸水地域、管轄区域の高低など）に応じた機能移転の必要性及び機能移転方策について 

・ 消防署隊と連携した団本部の機能移転計画について 

・ 浸水危険区域で一時的に最低限必要と考える車両及び資機材や移転先又は時期について 

・ 消防団員の退避時期について 

４ 水災活動時の応援体制 

広範囲の浸水などで長時間となり応援体制等が必要であ

った。 

・ 災害発生数、規模に差異があり隣接消防団での応援

体制が必要である。 

管轄区域を超えた消防団相互応援のあり方について 

・ 消防組織法第１８条第３項（※１）を前提とした相互応援体制のあり方について 

・ 人員、資機材、隣接地域の災害対応補完など相互応援の活動内容について 

・ 相互応援体制や災害対応補完隊ができる条件について 

３－１ 審議の方向性（活動体制） 

１ 諮問事項 

２ 諮問の趣旨

※１ 消防組織法 第１８条第３項 

   消防本部を置く市町村においては、消防団は、消防長又は消防署長の管轄の下に行動するものとし、消防長又は消防署長の命令があるときは、その区域外においても行動することができ

る。



課題 現状 審議内容

５ 情報収集体制の強化 

情報共有や情報収集用として団本部と分団本部に配置さ

れている機器が無線機とテレビのみである。 

・ 多様な情報発信・情報収集手段が必要である。 

・ 河川水位情報や雨雲の動きによる、災害の推移を予

測することが必要である。 

団本部と分団本部での情報共有などについて 

・ インターネットによる情報収集環境の整備 

例：インターネット環境の導入、タブレット等の情報収集端末の整備 

・ オンラインでの情報連絡や報告環境の拡充等 

例：オンライン会議、消防団専用アプリの導入 

・ 平常時での活用 

例：警戒時の情報収集等、訓練指導時の補助（動画）等 

６ 
住民等からの避難所支援の要請

対応 

災害対応のほか、住民等から避難所運営支援等の要請が

多く対応に苦慮した区があった。 

・ 消防団の本来業務は、災害対応が最優先である。 

・ 避難所から避難者の移動要請があった。 

・ 避難所開設支援、避難所運営支援があった。 

・ 避難所状況確認後の引き揚げ時に苦情があった。 

区が主導して体制を構築する避難所運営と消防機関（消防署、消防団）との関係性について（※

２） 

・ 避難所に対する消防機関の協力内容や方法について 

・ 消防団の避難誘導のあり方及び要配慮者の避難支援について 

例：避難誘導方法、避難所への搬送方法、要配慮者への避難支援の時期 

  課題 現状 審議内容

１ 
予想を超える水災に対する装備

資機材の増強 

予想を超える水災に対する装備資機材の増強等が必要で

ある。 

・ 越水、内水による浸水対応資機材（排水資機材、胴

長、土のう、水のうなど）が不足していた。 

・ 浸水防止活動時（汚水）の衛生管理資機材が不足し

ていた。 

・ 夜間対応資機材が不足していた。 

・ 資機材、人員の搬送能力の増強が必要であった。 

地域特性に応じた各消防団に必要な資機材について（※３） 

・ 新たな装備資機材の導入 

例：胴長など個人の活動能力や安全管理及び衛生管理が向上する資機材の導入、土のうに代わ

る浸水防止用資機材や排水ポンプの導入 

・ 既に配置されている装備資機材の増強 

  例：フローティングストレーナー、強力ライトなどの既存資機材の増強 

・ 資機材の改良による搬送能力の向上 

  例：可搬ポンプ積載台車の軽量化、可搬ポンプ積載車の改良

２ 
分団本部施設のスペース等の確

保及び機能向上 

分団本部施設の待機スペース等が不十分であった。 

・ 施設が狭い。 

・ 女性用の更衣室やトイレが整備されていない。 

・ 仮眠用資機材がない。 

分団本部施設の待機スペースの確保や機能向上又は、現状施設のスペースの有効活用などについて 

・ 施設の規模 

例：待機スペースの確保、資機材の増強にも対応できるスペースの確保、新型コロナウイルス

感染症の拡大防止に配慮したスペースの確保、可搬ポンプ積載車と可搬ポンプ積載台車の

２台が保管できるスペースの確保 

・ 施設の機能・設備 

  例：女性に配慮したスペース（更衣室、前室付き専用トイレ）について、警戒や災害時におけ

る指揮拠点スペースの確保、情報収集機器の設置スペースの確保 

・ 資機材の整備 

  例：折り畳み寝台などの整備 

３－２ 審議の方向性（装備資機材・施設）

※２ 補足資料 項目１、２参照 

※３ 補足資料 項目３参照 



資料２ 補足資料

区本部長は、避難施設を開設する必要があると認めたときは、避難対策部長

に開設指令をする。避難対策部長は、本部長から指令を受けたときは、直ちに

職員を避難施設に派遣する。（『品川区地域防災計画』風水害-3-2９） 

自主避難施設 

区内に被害をもたらすような台風の直

撃等に際し、自宅での滞在に不安を感

じる方を受け入れる施設。 
区職員が開設・ 

運営する 

避難場所 

災害対策基本法に基づき災害の事象ご

とに定め、避難勧告の発令等に際し、

危険を回避するために一時的に避難者

を受け入れる場所。 

区民避難所 

開設する避難所、開設担任、運営主体などについて被害規

模に応じて定める。 

（運営主体については、区および避難所運営会議（※）が考

えられる） 

※避難所運営会議 

町会・自治会を母体とした、共助の担い手となる防災区民組織が中心となり、

避難者、区派遣職員、施設管理者の４者から構成される会議体。 

凡例 

指揮・命令 

任命・管理 

１ 消防の指揮命令系統（特別区）

消 防 団 長 

区 長 

知 事 

消防署長 

任 命 

管 理 

消防総監 

所轄の下に行動 

２ 水災時における品川区の避難所運営体制



資料２ 補足資料

装備資機材 諸元等 

連結水のう（チューブ式） ・ 連結、長さ調節、積み重ね、屈曲しての

使用が可能 

・ 重量も軽く、取扱いが容易で高性能で

ある。 

・ 長さ １６．４６ｍ 

・  幅   ０．５５ｍ 

・ 高さ  ０．４８ｍ 

・ 重量   約２８㎏ 

フローティングストレーナー 

・ 吸水量：最大１，５００リットル／分 

・ 水深２センチメートルまで吸水可能 

・ 水面で浮かんだ状態で吸水し、水底に

堆積物が多くても対応可能 

強力ライト ・ 出力（明るさ） 

１５ワット（900ルーメン）  

・ 電源 

充電式リチウムイオンバッテリー 

・ 連続使用時間 ２時間１５分 

・ 防水性能 ＩＰ５６ 

可搬ポンプ積載台車 

・  縦  ２．７０m 

・  横  １．３０ｍ 

・ 高さ １．３０ｍ 

・ 重量 約３５０㎏ 

可搬ポンプ積載車 

・ 全長 ３．４０ｍ 

・ 全幅 １．４８ｍ 

・ 全高 ２．００ｍ 

・ 定員    ４名 

３ 装備資機材について


